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巻頭言

排水機場ポンプ設備に関する国土交通省の
取組について

一般社団法人河川ポンプ施設技術協会ならびに、貴協
会に参画する企業の皆様におかれましては、日頃より国土
交通行政に特段の御理解、御協力を賜り、心より御礼申し
上げます。
内水排除などを目的に設置されている排水機場は、国
土交通省の各地方整備局で約 430 施設あり、台風などで
大雨が降った際にはポンプを稼働させ、堤内地の洪水を排
水することにより地域の安全、安心を支える非常に重要な
施設です。貴協会においては、河川ポンプ等の内水排除
施設に関する調査研究および開発を行い、その成果を普
及することにより国土の保全と国民生活の安定に寄与して
おられますことに、改めて感謝申し上げます。
排水機場ポンプ設備等の河川機械設備は、昭和 50 年代

から整備されたものが多く、整備後 40 年以上経過した施
設が令和 6年度末時点で約 4割を占め、老朽化が急速に
進んでいます。また、近年の気候変動等の影響により、激
甚化・頻発化する水害に対して河川機械設備の担う役割
は、ますます重要となっているところです。
このような状況を踏まえ、令和 4年 7月にとりまとめら
れた社会資本整備審議会河川分科会河川機械設備小委員
会「河川機械設備のあり方について」（答申）において、
「システム全体の総合信頼性の確保」、「担い手不足に対応
した遠隔化・自動化・集中管理への移行」、「技術力の維
持向上」の 3つの視点から、今後の河川機械設備のあり
方についての基本的な考え方が示されており、本答申を踏
まえ基準類の策定や体制の整備に着手するなど、各施策を
推進しています。今回は、その取組状況について河川ポン
プ設備に関連する施策を中心に紹介させていただきます。

１．マスプロダクツ型排水ポンプ設備の現場実証について
国土交通省で開発を進めているマスプロダクツ型排水
ポンプ設備の現場実装に向けた実証の状況についてです
が、100kW級については令和 5年度に 6市町 6カ所（①

秋田県大仙市、②京都府福知山市、③広島県三次市、④
高知県四万十市、⑤福岡県みやま市、⑥福岡県福智町）
に実証設備の設置を完了し、操作性、耐久性、維持管理
性の現場検証を進めています。実際の台風に伴う出水時
に実排水運転を実施した設備もあり、大きな不具合もなく
概ね順調に検証は進んでおり、引き続き現場検証を実施し
つつ信頼性の確認等を行っていく予定です。
また、マスプロダクツ型排水ポンプ設備の適用範囲の拡
充を目的として、高出力タイプ（200kW級）の研究開発
にも令和 5年度から着手しており、令和 6年度に近畿地方
整備局淀川河川事務所管内の針ノ木排水機場において実
証設備の設置を完了し、今年度より現場検証を行います。

写真２　マスプロダクツ型排水ポンプ（200kW 級）設置状況

写真１　高知県四万十市（排水状況）
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２．総合診断を活用する河川機械設備の維持管理について
これまでのメンテナンスサイクルについては、施設管理
者が点検結果を基に修繕等の必要性の有無を判断してき
ましたが、答申において、「近年、老朽化に伴う故障によ
り、突然機能が喪失する事象が発生していることを踏まえ
ると、施設の特性に応じたリスクについて十分な評価がさ
れているとは言い難い。」と指摘されました。
これを踏まえ、必要な知識と技術力を有する「診断技術
者」による「診断」の実施、「診断の結果」、「修繕の必要
性」の評価・判定についての第三者委員会による客観的
かつ公平な判断を実施することにより、河川機械設備の信
頼性を確保する新たなメンテナンスサイクルを構築しまし
た。また、河川機械設備の診断技術者による総合診断を
円滑に行うことを目的とした「河川用ゲート設備診断標準
要領（案）」、「河川ポンプ設備診断標準要領（案）」の策
定を令和 6年度に実施しました。今後は、施設管理者が
修繕等の実施の可能性があると判断した施設については、
総合診断を活用しつつ、さらに適切な維持管理を実施して
まいります。
河川ポンプ設備の総合診断については、貴協会のこれ

までのポンプ設備についての調査研究に関する知見が非
常に有効であると考えておりますので、総合診断の担い手
として期待しております。

３�．河川ポンプ設備の故障・障害発生予兆検知および寿
命予測AI の開発について
国土交通省では、河川機械設備における維持管理の効
率化・高度化に向けて排水機場のポンプ設備に計測用セ
ンサーを設置し、運転時に発生する振動等のデータを収集
する状態監視やAI を活用した異常検知システムの研究開
発を土木研究所とともに始めています。
令和 7年度からはAI 異常検知システムの研究開発を促

進するとともに、その普及推進を加速化するためポンプ
メーカー等の民間企業、業界団体、研究機関、行政機関
および学識者からなる協議会の設立を予定しております。
開発した異常検知システムを現場実装し、適切な維持
管理体制の確保ができるよう取り組んでまいります。

今回紹介させていただいた各取組については、着実に
成果を上げていきたいと考えておりますので、貴協会の皆
様には、引き続き御協力をお願い申し上げます。
最後に、貴協会のますますの御発展と、皆様の御健康・
御活躍を祈念します。

信太 啓貴 のぶた ひろたか
国土交通省大臣官房

参事官（イノベーション）

図１　メンテナンスサイクル実施体制

写真３　排水機場のセンサー設置状況
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技術報文

「庄司川総合内水対策計画」における浸水被害軽減
対策について（庄司川排水機場ポンプ設備増設）

１．はじめに
平成 30 年 7 月上旬、梅雨前線が活発化した影響で
九州地方全域に強い雨域が停滞し、各地で観測史上最
多の日雨量を記録した大雨となった。国土交通省九州
地方整備局管内の直轄河川 20 水系のうち、球磨川、
遠賀川、山国川、筑後川、松浦川、六角川、嘉瀬川、
菊池川の 8水系で氾濫危険水位を超過し、遠賀川・筑
後川両水系では計 9箇所の観測所で観測史上最高水位
が観測されるなど、各地で道路冠水や住宅の浸水被害
が発生した。
遠賀川流域においても、平成 30 年 7 月 5 日から 7
日にかけて、福岡県飯塚市を流れる遠賀川水系庄司川
で 24 時間雨量が 349mmを記録する集中豪雨となっ
た。これにより庄司川は越水し、下流域の集落を中
心に浸水被害が発生。床上浸水 152 戸・床下浸水 265
戸、計 417 戸が被災し、住宅だけでなく道路や農地に
も浸水が及んだ。
平成 6年 3 月に庄司川排水機場「ポンプ規模Q＝
15m3/s」を設置するなど、内水対策を進めてきたが、
平成 30 年 7 月豪雨を受けて、遠賀川の管理者である

国土交通省（遠賀川河川事務所）、庄司川の管理者で
ある福岡県、及び地元自治体の飯塚市が連携し「庄司
川総合内水対策計画」が令和 2年 3月に作成され、排
水能力を向上させる増設が計画されることとなった。
本報告では、「庄司川総合内水対策計画」の概要及
びハード対策の一環として実施された、庄司川排水機
場のポンプ増設に関する設計、施工の概要及び施工時
に直面した課題や対応策などを報告する。

２．遠賀川及び庄司川の概要
遠賀川は福岡県北部を流れる一級河川で流域面積
1,026km²、幹川流路延長 61km、流域内人口は約 62
万人（H22 基準）となる。中流部には飯塚市、直方
市、田川市、下流部には北九州市都市圏などの主要都
市を擁している。更に、流域には九州直轄 20 水系最
多の 22 市町村が接しており、その多くが福岡市や北

舛田 裕司 ますた ゆうじ
国土交通省九州地方整備局

遠賀川河川事務所 専門調査官

庄司川流域浸水被害状況 遠賀川流域図
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九州市のベッドタウンとして市街地を形成している。
そのため遠賀川は流域全域に渡って広く市街地が形成
されており、流域内の人口密度は約 603 人 /km2 と直
轄 20 水系の中で最も高く、多くの人口、資産を有し
ている特徴のある河川となっている。
遠賀川水系庄司川は、飯塚市北部笠置山（かさぎや
ま）に端を発し、平坦な水田地帯を流下した後、国
道 211 号を横断して、遠賀川左岸に流入する流域面
積 10.6km²、流路延長 2.6kmの福岡県が管理する一級
河川である。合流点には庄司川排水機場が設置されて
おり、その流域の上流部は山林で、中下流部の平坦な
土地は主に水田で利用され、周辺に住宅地が広がって
いる。
庄司川を含む遠賀川中下流域一帯は、古くから農耕
文化が開けた地域で、低地部に居住地が発達したこと
及び鉱害による地盤沈下が発生したことから、内水被
害が発生しやすい地域特性である。

３．庄司川総合内水対策計画の概要
庄司川総合内水対策計画の整備目標は、国土交通
省、福岡県、飯塚市が連携し、ハード・ソフト対策を
一体的に進めることで、W＝ 1/10 規模の内水におけ
る床上浸水被害の解消を図り、その機能を将来にわ
たって維持することとしている。ハード対策について
は、概ね 5年（令和 2年度～令和 6年度）での内水対
策効果発現を目指し、可能なものから事業を実施する
計画となっている。
本計画におけるハード対策は、国土交通省、福岡
県、飯塚市の役割分担と連携に基づき実施することと
なった。
各団体が実施する対策を以下に記す。

３－１　国土交通省による対策
３－１－１　庄司川排水機場のポンプ増設
福岡県が進める支川整備に伴う流量増に対応するた
め、排水能力の強化を図る。
３－１－２　遠賀川本川の河道掘削
庄司川合流点の水位低下を目的として、遠賀川水
系河川整備計画に基づき、遠賀川本川の河道掘削を
実施。
あわせて遠賀川本川の河道掘削及び樹木伐採を
行う。

３－２　福岡県による対策
３－２－１　庄司川の河川改修
庄司川からの溢水氾濫を防止するため、河川整備計
画に位置づけられている堤防整備や河道掘削を行う。
樹木伐採等及び危機管理型水位計の設置を実施。
３－２－２　調節池の整備
内水被害を軽減するため、調節池の整備を進める。

３－３　飯塚市による対策
３－３－１　フラップゲートの設置
庄司川からの逆流を防止するため、庄司川に合流す
る排水路にフラップゲートを設置。
３－３－２　家屋の浸水防止対策
個別の家屋に対する浸水防止対策を行う。

４．庄司川排水機場増設計画概要
４－１　既設庄司川排水機場の概要
既設の庄司川排水機場は、庄司川流域における内
水被害の軽減を目的として、平成 6 年度に飯塚市柳
橋に設置。既設機場は、計画排水量 15m3/s を有し、
7.5m3/s の立軸軸流ポンプ 2台が備えられている。主
ポンプには機械式可動翼方式が、冷却方式には管内
クーラ方式がそれぞれ採用されている。

４－２　増設方法の検討
増設にあたり、まず増設場所の候補として、既設庄
司川排水機場敷地内での増設案と、庄司川水門川裏
（国交省用地）への増設案の 2案により比較検討した。
吐出方式については、既設機場増設案では既設樋管を
用いた吐出水槽上部乗り越し方式を、水門側増設案で
は堤防乗り越し方式をそれぞれ比較した。

国土交通省による対策（ポンプ増設・河道掘削）



ぽんぷNo.746

増
設

方
式

総
合

検
討

比
較

位
置

吐
出
方
式

機
場
形
式

機
器
構
成

配
置

配
置
図

既
設
ポ
ン
プ
が
可
動
翼
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翼
角
の
調

整
で
影
響
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
動
機
に
つ

い
て
も
余
裕
の
範
囲
内
で
問
題
な
い

〇
既
設
ポ
ン
プ
が
可
動
翼
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翼
角
の
調

整
で
影
響
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
動
機
に
つ

い
て
も
余
裕
の
範
囲
内
で
問
題
な
い

〇
既
設
ポ
ン
プ
が
可
動
翼
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
翼
角
の
調

整
で
影
響
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
動
機
に
つ

い
て
も
余
裕
の
範
囲
内
で
問
題
な
い

〇
既
設
排
水
機
場
か
ら
独
立
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い

〇
既
設
排
水
機
場
か
ら
独
立
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い

〇
既
設
排
水
機
場
か
ら
独
立
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
影

響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い

〇

既
設
バ
イ
パ
ス
管
側
へ
の
配
置
で
、
管
路
を
取
り
壊
す

必
要
が
あ
る
た
め
、
バ
イ
パ
ス
管
に
代
わ
る
管
理
運
転

の
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

〇
柳
橋
排
水
樋
管
、
な
ら
び
に
古
川
排
水
路
に
近
接
す

る
た
め
、
移
設
に
よ
る
補
償
、
用
地
買
収
が
必
要

×
施
設
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
柳
橋
排
水
樋
管
や
古
川

排
水
路
へ
の
影
響
は
な
い

〇
既
存
施
設
（
排
水
機
場
）
へ
の
影
響
は
な
い

〇
既
存
施
設
（
排
水
機
場
）
へ
の
影
響
は
な
い

〇
既
存
施
設
（
排
水
機
場
）
へ
の
影
響
は
な
い

〇

導
水
路
が
一
次
ス
ク
リ
ー
ン
+
管
理
橋
の
位
置
と
な
る

た
め
、
移

設
が

必
要

△
施
設
配
置
か
ら
一
次
ス
ク
リ
ー
ン
や
管
理
橋
へ
の
影

響
は
な
い

〇
施
設
配
置
か
ら
一
次
ス
ク
リ
ー
ン
や
管
理
橋
へ
の
影

響
は
な
い

〇
庄
司
川
に
導
水
路
を
新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
護
岸
工
等
施
工
の
調
整
が
必
要

△
庄
司
川
に
導
水
路
を
新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
護
岸
工
等
施
工
の
調
整
が
必
要

△
庄
司
川
に
導
水
路
を
新
た
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
護
岸
工
等
施
工
の
調
整
が
必
要

△

建
設
時
は
水
路
接
続
、
主
ポ
ン
プ
改
造
、
貯
油
槽
更

新
等
で
排
水
機
能
停
止
期
間
が
発
生
す
る
が
、
非
出

水
時
に
1
台
は
排
水
機
能
を
維
持
し
て
工
事
を
行
う
こ

と
で
信
頼
性
は
確
保
で
き
る
。

○

建
設
時
は
水
路
接
続
、
主
ポ
ン
プ
改
造
、
貯
油
槽
更

新
等
で
排
水
機
能
停
止
期
間
が
発
生
す
る
が
、
非
出

水
時
に
1
台
は
排
水
機
能
を
維
持
し
て
工
事
を
行
う
こ

と
で
信
頼
性
は
確
保
で
き
る
。

○

建
設
時
は
水
路
接
続
、
主
ポ
ン
プ
改
造
、
貯
油
槽
更

新
等
で
排
水
機
能
停
止
期
間
が
発
生
す
る
が
、
非
出

水
時
に
1
台
は
排
水
機
能
を
維
持
し
て
工
事
を
行
う
こ

と
で
信
頼
性
は
確
保
で
き
る
。

○

庄
司
川
排
水
機
場
の
排
水
機
能
に
影
響
を
与
え
ず
に

工
事
が
で
き
る
た
め
、
建
設
時
の
信
頼
性
は
高
い
。

〇

庄
司
川
排
水
機
場
の
排
水
機
能
に
影
響
を
与
え
ず
に

工
事
が
で
き
る
た
め
、
建
設
時
の
信
頼
性
は
高
い
。

△

庄
司
川
排
水
機
場
の
排
水
機
能
に
影
響
を
与
え
ず
に

工
事
が
で
き
る
た
め
、
建
設
時
の
信
頼
性
は
高
い
。

△

完
成
時
は
受
電
設
備
、
自
家
発
電
機
、
系
統
設
備
（
始

動
系
統
、
燃
料
系
統
）
を
既
設
と
統
合
す
る
こ
と
で
、
庄

司
川
水
門
配
置
よ
り
機
器
点
数
が
少
な
く
な
り
信
頼
性

は
高
く
確
保
さ
れ
る
。

〇

完
成
時
は
受
電
設
備
、
自
家
発
電
機
、
系
統
設
備
（
始

動
系
統
、
燃
料
系
統
）
を
既
設
と
統
合
す
る
こ
と
で
、
庄

司
川
水
門
配
置
よ
り
機
器
点
数
が
少
な
く
な
り
信
頼
性

は
高
く
確
保
さ
れ
る
。

〇

完
成
時
の
信
頼
性
は
第
1
案
、
第
2
案
よ
り
自
家
発
電

機
、
系
統
設
備
の
機
器
点
数
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
る

信
頼
性
は
劣
る
。

△

完
成
時
の
信
頼
性
は
第
1
案
、
第
2
案
の
よ
う
な
既
設
と

の
統
合
を
行
わ
な
い
た
め
、
自
家
発
電
機
、
系
統
設
備

（
燃
料
系
統
、
始
動
系
統
）
の
機
器
点
数
が
多
く
な
る
こ

と
か
ら
信
頼
性
は
劣
る
。

△

完
成
時
の
信
頼
性
は
第
1
案
、
第
2
案
よ
り
自
家
発
電

機
、
系
統
設
備
の
機
器
点
数
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
る

信
頼
性
は
劣
る
。

△

完
成
時
の
信
頼
性
は
第
1
案
、
第
2
案
よ
り
自
家
発
電

機
、
系
統
設
備
の
機
器
点
数
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
る

信
頼
性
は
劣
る
。

△

操
作
性

既
設
と
同
じ
構
成
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
駆
動
）
で
あ
る
た

め
、
基
本
的
な
操
作
は
既
設
と
変
わ
ら
ず
、
増
設
に
伴

う
操
作
員
へ
の
負
担
は
少
な
い
。

〇

既
設
と
同
じ
構
成
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
駆
動
）
で
あ
る
た

め
、
基
本
的
な
操
作
は
既
設
と
変
わ
ら
ず
、
増
設
に
伴

う
操
作
員
へ
の
負
担
は
少
な
い
。

〇

既
設
と
異
な
る
機
器
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作
性

の
面
で
操
作
員
に
与
え
る
負
担
が
大
き
い

△

既
設
と
同
じ
構
成
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
駆
動
）
で
あ
る
た

め
、
基
本
的
な
操
作
は
既
設
と
変
わ
ら
ず
、
増
設
に
伴

う
操
作
員
へ
の
負
担
は
少
な
い
。

〇

既
設
と
異
な
る
機
器
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作
性

の
面
で
操
作
員
に
与
え
る
負
担
が
大
き
い

△

既
設
と
異
な
る
機
器
構
成
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
作
性

の
面
で
操
作
員
に
与
え
る
負
担
が
大
き
い

△

土
木

掘
削
深
さ
は
庄
司
川
水
門
側
に
比
べ
て
浅
い
こ
と
か

ら
、
施
工
時
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
有
利
。
仮
設
工

（
切
梁
等
）
等
の
規
模
も
比
較
的
小
さ
い

〇

既
設
の
排
水
路
等
に
干
渉
す
る
た
め
、
移
設
等
の
対

応
が
必
要
と
な
る
。

△

掘
削
深
さ
は
庄
司
川
水
門
側
に
比
べ
て
浅
い
こ
と
か

ら
、
施
工
時
の
安
全
性
の
観
点
か
ら
有
利
。
仮
設
工

（
切
梁
等
）
等
の
規
模
も
比
較
的
小
さ
い

〇

敷
地
高
が
堤
防
高
相
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
掘
削
深
さ
が

深
く
、
仮
設
工
（
切
梁
等
）
の
規
模
が
大
き
い

△

敷
地
高
が
堤
防
高
相
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
掘
削
深
さ
が

深
く
、
仮
設
工
（
切
梁
等
）
の
規
模
が
大
き
い

△

敷
地
高
が
堤
防
高
相
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
掘
削
深
さ
が

深
く
、
仮
設
工
（
切
梁
等
）
の
規
模
が
大
き
い

△

機
械
電
気

同
一
敷
地
内
で
既
存
設
備
と
の
や
り
取
り
が
可
能
と
な

る
た
め
施
工
性
は
有
利
で
あ
る

〇

同
一
敷
地
内
で
既
存
設
備
と
の
や
り
取
り
が
可
能
と
な

る
た
め
施
工
性
は
有
利
で
あ
る

〇

同
一
敷
地
内
で
既
存
設
備
と
の
や
り
取
り
が
可
能
と
な

る
た
め
施
工
性
は
有
利
で
あ
る

〇

既
存
設
備
と
の
操
作
制
御
に
関
わ
る
配
線
・
配
管
等

が
国
道
を
横
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
道
路
協
議
等

調
整
が
必
要

△

既
存
設
備
と
の
操
作
制
御
に
関
わ
る
配
線
・
配
管
等

が
国
道
を
横
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
道
路
協
議
等

調
整
が
必
要

△

既
存
設
備
と
の
操
作
制
御
に
関
わ
る
配
線
・
配
管
等

が
国
道
を
横
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
道
路
協
議
等

調
整
が
必
要

△

同
一
敷
地
内
に
設
置
す
る
た
め
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
容
易
に
で
き
る
。

○

同
一
敷
地
内
に
設
置
す
る
た
め
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
容
易
に
で
き
る
。

○

同
一
敷
地
内
に
設
置
す
る
た
め
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
容
易
に
で
き
る
。

○

敷
地
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
点
で
既
設
敷
地
内
配
置
案
に
比
べ
て
劣
る

△

敷
地
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
点
で
既
設
敷
地
内
配
置
案
に
比
べ
て
劣
る

△

敷
地
が
分
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
点
で
既
設
敷
地
内
配
置
案
に
比
べ
て
劣
る

△

自
家
発
電
機
、
系
統
設
備
（
始
動
系
統
、
燃
料
系
統
）

を
統
合
す
る
こ
と
で
機
器
点
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

維
持
管
理
性
は
高
い
。

〇

自
家
発
電
機
、
系
統
設
備
（
始
動
系
統
、
燃
料
系
統
）

を
統
合
す
る
こ
と
で
機
器
点
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

維
持
管
理
性
は
高
い
。

〇

自
家
発
電
機
、
系
統
設
備
（
始
動
系
統
、
燃
料
系
統
）

を
統
合
す
る
こ
と
で
機
器
点
数
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

維
持
管
理
性
は
高
い
。

〇

受
電
設
備
、
自
家
発
電
設
備
、
系
統
設
備
（
始
動
系

統
、
燃
料
系
統
）
が
単
独
で
必
要
と
な
り
、
機
器
点
数

が
第
1
案
、
第
2
案
と
比
べ
多
く
な
る
た
め
、
維
持
管
理

性
は
よ
く
な
い
。

△

主
ポ
ン
プ
、
受
電
設
備
、
自
家
発
電
設
備
、
系
統
設
備

（
始
動
系
統
、
燃
料
系
統
）
が
単
独
で
必
要
と
な
り
、
機

器
点
数
が
第
1
案
、
第
2
案
と
比
べ
多
く
な
る
た
め
、
維

持
管
理
性
は
よ
く
な
い
。

△

主
ポ
ン
プ
、
受
電
設
備
、
自
家
発
電
設
備
、
系
統
設
備

（
始
動
系
統
、
燃
料
系
統
）
が
単
独
で
必
要
と
な
り
、
機

器
点
数
が
第
1
案
、
第
2
案
と
比
べ
多
く
な
る
た
め
、
維

持
管
理
性
は
よ
く
な
い
。

△

評
価

既
設
調
整
・
燃
料
貯
油
槽
更
新
が
伴
う
が
、
施
設
規
模

が
小
さ
く
、
他
の
案
に
比
べ
て
最
も
安
価
と
な
る
。

既
設
調
整
、
燃
料
貯
油
槽
更
新
に
よ
り
高
価
に
な
る
こ

と
に
加
え
、
用
地
買
収
、
施
設
補
償
等
が
伴
う
た
め
、

第
1
案
に
比
べ
て
高
価
と
な
る
。

土
木
等
の
規
模
は
小
さ
く
、
安
価
と
な
る
が
、
設
備
機

器
の
費
用
が
高
価
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
既
設
調
整
、

燃
料
貯
油
槽
更
新
に
よ
り
高
価
と
な
る
。

庄
司
川
排
水
機
場
の
改
造
が
不
要
の
た
め
、
改
造
分

安
価
で
あ
る
が
、
施
設
規
模
（
深
さ
）
が
大
き
く
、
第
1
案

よ
り
も
高
価
と
な
る
。

庄
司
川
排
水
機
場
の
改
造
が
不
要
の
た
め
、
改
造
分

安
価
と
な
る
が
、
設
備
機
器
の
構
成
や
動
力
受
電
に

必
要
な
電
力
量
に
よ
り
最
も
高
価
と
な
る
。

第
5
案
か
ら
電
源
設
備
の
構
成
を
変
え
る
こ
と
で
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
は
高
価
と
な
る
が
、
動
力
受
電
が
不
要

と
し
て
い
る
た
め
L
C
C
は
安
価
、
第
1
案
よ
り
高
価
と
な

る
。

イ
ニ
シ
ャ
ル

1
,0
4
1
百
万
円

1
,1
8
4
百
万
円

1
,2
3
0
百
万
円

1
,0
4
6
百
万
円

1
,2
4
0
百
万
円

1
,3
3
4
百
万
円

L
C
C
(6
0
年
)

2
,2
0
5
百
万
円

2
,3
6
9
百
万
円

3
,6
8
6
百
万
円

2
,2
6
0
百
万
円

4
,9
1
0
百
万
円

3
,7
3
1
百
万
円

率
1
0
0
%

1
0
7
%

1
6
7
%

1
0
2
%

2
2
3
%

1
6
9
%

上
流
側
配
置
案

〇
△

△

下
流
側
配
置
案

堤
防
乗
り
越
し
方
式

庄
司
川
右
岸
側

△
△

△

水
中
ポ
ン
プ
4
台
（
低
圧
受
電
＋
ポ
ン
プ
駆
動
発
電
機
2
台
）

上
流
側
配
置
案

陸
上
ポ
ン
プ
案

立
軸
斜
流
ポ
ン
プ
1
台
（
低
圧
受
電
＋
予
備
発
電
機
）

コ
ラ
ム
式
水
中
ポ
ン
プ
案

△

水
中
ポ
ン
プ
4
台
（
低
圧
受
電
＋
ポ
ン
プ
駆
動
発
電
機
2
台
）

水
中
ポ
ン
プ
4
台
（
高
圧
受
電
＋
予
備
発
電
機
）

第
6
案

総
合
評
価

信
頼
性

計
画
性

既
設
吐
出
水
槽
接
続
方
式

立
軸
斜
流
ポ
ン
プ
1
台
（
低
圧
受
電
＋
予
備
発
電
機
）

維
持
管
理
性

○

経
済
性
、
維
持
管
理
性
が
高
い
た
め
、
本
案
を
採
用
す
る
。

概
要

△

既
設
機
場
側
配
置

陸
上
ポ
ン
プ
案

コ
ラ
ム
式
水
中
ポ
ン
プ
案

庄
司
川
水
門
川
裏
側
配
置

第
1
案

第
2
案

第
3
案

第
4
案

第
5
案

別
敷
地
で
の
運
用
は
機
器
点
数
が
増
え
維
持
管
理
、
信
頼

性
が
劣
る
こ
と
か
ら
、
本
案
は
不
採
用
と
す
る
。

別
敷
地
で
の
運
用
は
機
器
点
数
が
増
え
維
持
管
理
、
信
頼

性
が
劣
る
こ
と
に
加
え
、
経
済
性
の
面
で
最
も
高
価
で
あ
る

こ
と
か
ら
本
案
は
不
採
用
と
す
る
。

既
存
施
設

へ
の
影
響

施
工
性

周
辺
の
排
水
施
設
へ
の
影
響
が
あ
り
、
用
地
買
収
も
伴
う

こ
と
か
ら
不
採
用

経
済
性
の
面
で
劣
る
こ
と
に
加
え
、
陸
上
ポ
ン
プ
に
比
べ
て

信
頼
性
や
操
作
性
に
劣
る
こ
と
か
ら
不
採
用

経
済
性
の
面
で
は
第
1
案
と
大
差
が
な
い
が
、
別
敷
地
で

の
運
用
は
機
器
点
数
が
増
え
維
持
管
理
、
信
頼
性
が
劣
る

こ
と
か
ら
、
本
案
は
不
採
用
と
す
る
。

△
△

△
経
済
性
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ポンプ形式の選定においては、陸上ポンプ、水中ポ
ンプ（コラム式）、水中ポンプ（渦巻着脱式）が候補
にあがった。この中で、土木、建築費を含めたコスト
が高価となるため、横軸ポンプ、二床式は不採用と
した。
台数分割の検討においては、陸上ポンプ案は経済性
を考慮して 1台とし、水中ポンプ案ではライフサイク
ルコスト（LCC）比較の結果、コラム式水中ポンプ 4
台が最も経済性に優れていた。
これらの検討結果を総合的に評価
した結果、コスト、維持管理性、施
工性、そして運転操作・管理面を総
合的に考慮し、第 1案である既設機
場下流配置案（陸上ポンプ 1台、既
設吐出水槽接続方式）が最終的に採
用された。この第 1 案のイニシャ
ルコストは 1,041 百万円、60 年間の
LCC は 2,205 百万円と算出されて
いる。なお、第 4案（立軸ポンプ 1
台、水門側堤防乗り越し方式）もイ
ニシャルコストに大きな差はなかっ
たが、吸水槽敷高が低く、土砂流入
の頻度が高いという点で不利と判断
された。

５�．庄司川排水機場増設
工事

５－１　工事概要
庄司川排水機場増設工事の主な施

工範囲は、設備の設計、製作、据付、現地試運転で
ある。
主要な設備の仕様を以下に記す。

５－２　施工時の課題と対応
庄司川排水機場の増設工事では、ポンプ設備工事、
除塵設備工事以外に、本体工事、基礎工事、営繕工事
電気工事といった多岐にわたる工種が含まれており、

主ポンプ設備 数量 1台
形式 立軸軸流ポンプ（Ⅰ型）
計画吐出量 5.0m³/s
計画実揚程 3.158m（3.948m（内外水位差）× 0.8）
計画全揚程 4.8m
口径 φ1,500mm
スラスト支持 ポンプにて支持
原動機 ディーゼル機関（機付ラジエータ）
吐出管 φ1,500

主原動機 数量 1台
形式 ディーゼル機関（機付ラジエータ）
出力軸形式 横軸
定格出力 360kW以上
燃料消費率 0.27kg/kW･h 以下
使用燃料 A重油
始動方式 圧縮空気始動
排気方式 単独配管排気方式

減速機 数量 1台
形式 直交軸傘歯車減速機（油圧クラッチ内蔵）
動力伝達容量 360kW以上
減速比 1：4.27
効率 95.0％以上
冷却方式 機付ファン空冷方式

主ポンプ設備 主原動機・減速機
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これらの工事を限られた施工期間内に効率よく進める
必要があった。
特に、工種間の作業が同時並行で進行する工程で
は、作業場所や工程の重複、資機材の搬入経路の確保
など、現場の取り合いによる干渉が発生する可能性が
高く、適切な調整が不可欠であった。
そのため、工程管理の徹底に加え、各工種の工事図
面の整合性を確保すること、さらに出来形の精度を高
めるための施工手順や管理方法について、事前の検討
と関係者間の綿密な調整を行った。本報告では、これ
らの施工上の課題に対して実施した具体的な対応策と
改善の取り組みについて詳述する。
５－２－１　工程管理
基礎工事では、新型コロナウイルス感染症の影響
により、鋼管杭の生産ラインが全国的に逼迫し、製
造・出荷の遅れが発生した。その結果、当該工事にお
いても鋼管杭の納入が大幅に遅延し、予定していた施
工開始時期に着手できず、全体工程の見直しを迫られ
ることとなった。この資材納入の遅れは、基礎工事の
進捗だけでなく、後続工事にも影響を及ぼす要因と
なった。
さらに本体工事では、コンクリート構造物の荷重軽
減等を目的として使用した EPS ブロック（発泡スチ
ロール）の施工中、梅雨期の集中豪雨に見舞われた。
大量の降雨により、設置していた EPS ブロックに浮
力が生じ、配筋済の鉄筋が持ち上げられる不具合が発
生した。現場では急遽再施工を余儀なくされ、作業の
手戻りと工程の大幅な遅れを招くこととなった。
こうした初期段階の工事遅延に加え、後続となる営
繕工事、ポンプ設備工事、除塵設備工事が順次現場に
乗り込む時期を迎えるにあたり、さらなる工程の輻輳
が懸念された。これに対し、飯塚出張所の協力を得
て、関係する全工事の工程表を作成し、全体の施工ス
ケジュールを可視化したうえで、クリティカルパスの
特定と管理を実施した。また、各工事の引き渡しタイ
ミングを明確化し、工程の重複や工事間の干渉を避け
る調整を綿密に行った。特に、クレーン等の重機が集
中する工程では、作業ヤードや搬入経路の使用計画を
日単位で細かく設定し、仮設ヤードの配置変更や動線
の見直しを図ることで、安全かつ効率的な現場運営を
実現した。
５－２－２　現場の整合確認
本工事では、設計および施工の各段階において、以

下のような設計・施工上の課題が発生した。
まず、照明変圧器盤に関しては、当初設計では 1Φ
3W（単相 3線）で計画されていたが、現地の電通工
事においては 1Φ2W（単相 2 線）で施工されていた
ことが確認された。この相違により、配線計画や機器
選定の見直しが必要となった。
また、増設排水機場の建屋において、電気ケーブル
配線用の開口部が設けられておらず、施工段階で配線
経路の確保に支障をきたした。このため、追加工事と
しての開口施工が必要となった。
さらに、除塵機の基礎については、当初の設計にお
いて計画されておらず、後の段階で土木工事として基
礎設計を追加する必要が生じた。加えて、当初の設計
ではケーブルラックおよびプルボックスが必要な数量
に含まれておらず、施工段階で数量不足が判明したた
め、追加対応を行った。
電気工事において既設ケーブルの切替え工事は実施
されたが、その復旧工事については、いずれの契約工

既設ケーブル部の切替状況

除塵機の基礎及び建屋開口部
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事にも計上されていないことが明らかとなり、本工事
の範囲内で対応を行う必要があった。
これらの課題については、発注者・工事受注者間で
の綿密な情報共有と、調整会議や現場打合せなどを通
じた協議を重ねることで対応した。工事ごとの設計内
容や施工範囲を相互に確認し、不整合や抜け漏れを早
期に抽出したことで、工事全体への影響を最小限に抑
えつつ、円滑な施工を実現することができた。

６．おわりに
遠賀川河川事務所では、今回の庄司川排水機場を含

め 20 機場を管理している。
近年の気象変化に伴う、ポンプ運転時間の長期化や
老朽化に伴う修繕費の増大など、課題は山積みだが、
遠賀川流域の安全・安心につながるよう万全を期して
いく。
最後になるが、本工事の施工にあたり、工事関係者
の皆様に心から厚く御礼を申し上げる。

参考文献：�庄司川総合内水対策計画　令和 2年 3月�

（平成 30 年 7 月豪雨浸水対策連絡協議会）

　　　　平成 30 年 7 月豪雨の概要（九州地方整備局）
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技術報文

精密診断マニュアル（案）の策定にかかる有用性の
検証について

１．はじめに
河川用機械設備は、建設から 40 年以上経過し今後老朽化する施設が年々増加するため、信頼性の確保や整備・
更新費用の増大が懸念される。河川用機械設備は、公共施設としての性格上、その機能が損なわれた場合に周辺地
域に与える社会経済的影響が大きいため、機能を正常に維持するために維持管理を適切に行うことが重要であり、
河川法第 15 条の二及び同施行令第 9条の三においても、河川管理施設等を良好な状態に保つように維持し、修繕
することが定められている。
施設管理者は、ポンプ設備の機能の信頼性確保を図るために、点検・整備の実施とともに劣化の兆候があった場
合の健全性の確認や劣化状況の把握を確実に行い、修繕・更新等の措置を的確に行うことが求められている。

古川 伸一 ふるかわ しんいち
国土交通省関東地方整備局

関東技術事務所 施設技術課長
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２．精密診断の役割
河川用機械設備の維持管理では、排水機能の信頼性
を確保する観点から、故障を未然に防止するために行
う予防保全が重要となっている。精密診断は、故障に
至る前に、通常の点検では把握できない劣化の状況や
原因等を明らかにするための活動であり、老朽化の時
代を迎え維持管理において重要な役割を担っている。
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３．関東技術事務所による試行
「河川ポンプ設備点検・整備・更新マニュアル（案）
（国土交通省）（以下、「点検・整備・更新マニュアル」
という。）において、「点検の結果異常の傾向が認めら
れる場合、あるいは信頼性による取替・更新の標準年
数を超えた場合、必要に応じて診断を実施する。」と
されている。しかし、これまで待機系設備である河川
ポンプ設備に対する精密診断手法について明確に示さ
れたものがなかった。
関東技術事務所では、平成 25 年から関東地方整備
局管内の排水機場において、振動測定を実施し、取得
したデータについて解析を行ってきた。その中で「点
検・整備・更新マニュアル」の「3.3 装置・機器の診
断」における「精密診断」を行うために必要となる解
析の流れと評価の方案を、はじめは「精密診断マニュ
アル（試行案）」としてとりまとめ、その後更に案件
を増やしながら、関東地方整備局版の「精密診断マ
ニュアル（案）」（以下「本マニュアル（案）」という）
としてとりまとめた。
本マニュアル（案）に記載している診断技術の内容
は、現時点までの知見に基づく基本的なものであり、
診断者は診断精度の向上を目指して技術力向上に努め
る必要がある。
また、今後も精密診断を実施して行くに当たり、精
密診断結果の信頼性の確保が重要であり、経過年数や
劣化状況等に見合った結果が精密診断により得られる
ように精密診断技術の有用性について改めて確認する
必要がある。
今回は、河川用機械設備で実施している精密診断手

法の中で、主な精密診断手法である「振動解析」と
「工業用内視鏡」の精密診断手法について有用性の確
認を行い、その結果も踏まえた全国で活用できる「精
密診断マニュアル（案）」を作成した。

４．振動計測の有用性検証
（1）有用性の検証方法
分解整備前に計測された振動計測結果（FFT含む）
と、実際に分解整備で判明した機器の不具合および整
備内容と照合し、その因果関係を観察することで有用
性を検証した。
（2）有用性の検証結果
分解整備前の振動計測データに現れた兆候と、その
後の分解整備で判明した不具合との因果関係を解析
し、当該精密診断技術の有用性の検証を行い、振動計
測の有用性を確認できた例を以下に示す。
有用性の検証を行った結果、整備前に測定した振動
計測による振動値や、振動データ解析し得られた発生
周波数について詳細を確認し、分解整備時の不具合報
告と突き合せる事で、以下の事が分かった。
・�振動計測が不具合の原因・箇所の特定に有用である
と考えられるケースを確認できた。
・�今回解析をした振動計測結果の報告書には、振動
データの他に日付、管理運転の時間（開始時刻、終
了時刻）、弁開度などが記録されていた。振動特性
は、ポンプ運転点と深く関係すると思われる為、振
動計測の際には、水位や吐出し量、圧力などのデー
タも併せて記録しておくことが今後の振動計測によ
る不具合原因・箇所の特定精度向上に効果的だと考
えられる。

機場名 簡易諸元 ①分解整備前振動計測結果 ②分解整備時の状況

Ａ排水機場
（表Ａ）

立軸斜流
口径 2000mm
回転数 171rpm
羽根車枚数 6枚

回転周波数×羽根車枚数成分
（ZN成分）の突出 羽根車の腐食・減肉

Ｂ排水機場
（表Ｂ）

立軸渦巻
口径 2000mm× 1800mm
回転数 162rpm
羽根車枚数 5枚

回転周波数×羽根車枚数成分
（ZN成分）の卓越

羽根車異常なし
※�渦巻ポンプでは、健全なほ
ど ZN 成分が卓越するとさ
れている

Ｃ排水機場
（表Ｃ）

立軸斜流
口径 1650mm
回転数 178rpm
羽根車枚数 4枚

高調波成分（2N成分）の卓越 芯ずれ
（メーカ目標値超過）

Ｄ排水機場
（表Ｄ）

横軸斜流
口径 1200mm
回転数 298rpm
羽根車枚数 6枚

0.37N 付近の分数調波数成分
が検出

水中軸受、スリーブの経年的
な摩耗
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５�．工業用内視鏡写真の有用性
検証

（1）有用性の検証方法
分解整備前に撮影された工業用内視鏡写真
で判定した健全度と、実際に分解整備で判明
した機器の健全度・不具合とを突き合せ、そ
の因果関係を観察することで有用性を検証
する
（2）有用性の検証結果
１�）主ポンプについては、対象機場データの
解析により、以下の結果が得られた。
・�殆どの場合に工業用内視鏡写真で判定し
た劣化状況と分解整備で判定した劣化状
況は一致しており、工業用内視鏡写真を
ポンプの健全度判定に用いる精密診断の
有用性は高い
・�羽根車やケーシングライナ等の母材の腐
食深さは、分解整備時 1種ケレン実施後
に初めて計測する事ができた。工業用内
視鏡写真はあくまで目視による点検・診
断（VT）であり、腐食深さなどの定量
的で細かな健全度の把握・判断は難しい。
・�内視鏡ケーブルの柔軟性の無さや操作性などによ
り撮影が困難な羽根車の吸込み側表面などの健全
性を判定するのは難しい

２�）主原動機については、対象となる 2機場の工業用
内視鏡撮影データを観察し、分解整備時の不具合報
告と突き合せる事で、以下の結果が得られた。
・�工業用内視鏡写真で判定した劣化状況と分解整備
で判定した劣化状況は、内視鏡で見る事ができる
部分では一致しており、工業用内視鏡写真をシリ
ンダー燃焼室内やノズルリングの健全度判定に用
いる精密診断の有用性は高い。
・�ポンプのケーシング内部と比べるとシリンダー燃
焼室内は暗く狭いため、カメラの焦点が合いづら
く、細かな傷や腐食の撮影可否については今後検

討が必要である。
・�シリンダー燃焼室内は縦長の形をしており、ピス
トン上部の写真撮影に比べて焦点距離が短くなる
シリンダー壁面の傷や腐食の撮影はより難しい。
・�機種の仕様差によるものもあると考えられるた
め、機器選定においては暗所撮影能力や最小焦点
距離（深度）などの仕様に留意する必要がある。

６．まとめ
精密診断マニュアル（案）を策定するに当たり、改
めて精密診断手法について有用性の確認を行い、精密
診断マニュアル（案）の策定を行った。ただし、今後
も、不具合の事前把握の精度が向上するように精密診
断の実績を積み重ね、河川用機械設備の信頼性確保に
努めていきたい。
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太田川流域の排水機場
矢口川排水機場

１．はじめに
太田川は広島県の西部に位置する幹川流路延長
103km、流域面積 1,710km2 の一級河川である。その
源は廿日市市吉和の冠山（標高 1,339m）に発し、中
上流部で柴木川、筒賀川、滝山川、水内川等の支川を
集めて流下し、広島市安佐北区可部町付近で根谷川、
三篠川が合流している。その後、はん濫原として形成
された平地部を南南西に流れ、広島デルタの扇頂部に
達して旧太田川を分流し太田川放水路となり、広島市
街地の西を流れて広島湾に注いでいる。一方、矢口川
は広島市東区温品町の松笠山（標高 374.3m）に源を
発し、広島市安佐北区口田地区の市街地を流下し、下
流端の JR芸備線交差部付近で絵坂川が合流する、流
域面積 5.2km2 の河川である。

機場めぐり

田村 秀之 たむら ひでゆき
国土交通省中国地方整備局

太田川河川事務所 施設管理課長

矢口川流域下流部は山に囲まれた狭隘な平地で地盤
が低く、内水被害が頻発していたため、1989 年に救急
内水ポンプ（排水ポンプ 4m3/s）を設置し、内水排除を
してきたが、近年の市街化の進行による影響もあり、
2005 年 9 月、2010 年 7 月に浸水被害が発生している。
早急な内水対策への地域の要望、JR 芸備線の運行
休止などの社会的影響を鑑み、国・県・市が役割分担
のもと、総合的な内水対策を推進するために、2012
年 7 月に「矢口川総合内水対策計画」を策定し、国に
よる矢口川排水機場の増設は 2018 年 3 月に完成して
いる。

表－ 1　矢口川流域における主要な内水被害の一覧

洪水発生年月（発生原因） 被害状況
1972 年 7 月洪水（梅雨前線） 浸水面積：約 2.0ha
2005 年 9 月洪水（台風 14 号） 浸水面積：約 3.0ha
2010 年 7 月洪水（梅雨前線） 浸水面積：約 4.0ha
2018 年 7 月洪水（梅雨前線） 浸水面積：約 8.6ha
※ 1989 年以降は矢口川救急排水機場設置後

２．排水機場の概要
矢口川では、救急内水対策事業として排水ポンプ

（計 4m3/s）を順次整備してきたが、度重なる内水被
害に対応するため、矢口川総合内水対策計画に基づく
総合内水対策事業として、排水ポンプの増設（8m3/s）
をしている。
新設の矢口川排水機場は、既設矢口川救急排水機場
に隣接して設置された。

図－１　矢口川流域

時　期 概　要 備　考
1968 年度 矢口川水門設置

1989 年度 矢口川救急排水機場設置
ポンプの設置 1.0m3/s×2 台 救急内水対策

事業2000 年度 ポンプの設置 1.0m3/s×1台（増設）
2002 年度 ポンプの設置 1.0m3/s×1台（増設）

2017 年度 矢口川排水機場設置
ポンプの設置 4.0m3/s×2 台（増設）

総合内水対策
事業

表－ 2　矢口川における内水対策の経緯
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【矢口川排水機場（新設）】
機器名 仕　様 数　量

主 ポ ン プ φ1200mm　立軸斜流ポンプ（二床式）
計画吐出量：4.0m3/s　計画実揚程：3.953m　計画全揚程：5.2m 2 台

吐 出 管 類 φ1200mm~φ1500mm　φ1200 可撓管（200mm偏芯） 2台分
吐 出 弁 φ1200mm　電動蝶形弁 2台
逆流防止弁 φ1500mm　フラップ弁 2台
主 原 動 機 315kW　立軸かご形三相誘導電動機 2台
減 速 機 立軸遊星歯車減速機 2台

系統機器設備
ポンプ室用給気ファン（常時用）× 1台　ポンプ室用給気ファン（ポンプ設備用）× 2台
ポンプ室用排気ファン（常時用）× 1台　ポンプ室用排気ファン（ポンプ設備用）× 2台
φ200mm電動仕切弁（管理運転用）× 2台　着水井排水ポンプ× 2台

1式

操作制御設備
電動機（ポンプ）盤（2面）× 1組　インバータ盤（4面）× 2組　吐出弁操作盤× 1面
着水井排水ポンプ操作盤× 1面　系統機機盤× 1面　計装盤× 1面　UPS × 1 台
監視操作卓× 1面　運転支援装置× 1面　入出力盤× 1面　遠隔監視端末× 2組

1式

発動発電機
形式：三相交流　容量：500kVA　電圧：440V 2 台
形式：三相交流　容量：90kVA　電圧：220V 1 台

除 塵 機 背面降下前面掻揚式 2基

【矢口川救急排水機場（既設）】
機器名 仕　様 数　量

ポ ン プ
ユ ニ ッ ト

φ700mm　コラム形立軸斜流水中ポンプ
吐出量：1.0m3/s 4 台

吐 出 弁 φ700mm　電動蝶形弁 4台
発動発電機 形式：三相交流　容量：406kVA　電圧：440V 2 台
除 塵 機 背面降下前面掻揚式 2基

表－ 3　主要機器仕様

図－ 2 － 1　矢口川排水機場　平面図



ぽんぷNo.7418

３．排水機場の特徴
（1）狭隘場所の排水機場
本排水機場は、太田川の堤防（県道 271 号線）と
JR 芸備線に挟まれた狭隘な場所となるため、非常に
コンパクトな施設となっている。
（2）既設排水機場を含めた一元的な監視操作設備
本排水機場は、既設排水機場の排水能力増強のた
め、既設建物に隣接して新規建屋を建設し、実質的に
機場が２つになっている。これまでは、矢口川水門、
排水ポンプ及び除塵機を各現場の機側において運転管
理していたが、新設排水機場の建設に伴い運転管理お
よび監視機器が増えたことから、各機器の監視制御信
号を集約し、新規建屋２階操作室の監視操作卓におい
て新設・既設排水機場の全機器を一元的に監視操作が
できるようにしている。
また、運転支援装置を併設し、運転操作及びトラブ

ル時に各種メッセージを発報し運転時の支援も行って
いる。

図－ 3　監視操作卓（全体図）

（3）主ポンプのインバータによる回転数制御
本機場は、広島市市街地を流下する矢口川と矢口川
下流端で合流する都市下水路である絵坂川から導かれ
る内水排除を目的としている。
しかし、それらの川幅は狭く、急流のため大容量

図－ 2 － 2　矢口川排水機場（新設）　断面図

写－ 1　排水機場全景（完成時）
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域（4m3/s・台）でポンプを排水運転すると流入水量
が追いつかずポンプの運転・停止を繰り返すことにな
り、機器損傷の要因となると共に運転管理が煩雑にな
る。そのため、新設排水機場では主原動機に三相誘導
電動機を採用し、インバータによる主ポンプの回転数
制御を行うことにより排水量を制御しながら運転する
ことを可能にしている。

４�．2018 年 7 月洪水（平成 30 年 7
月豪雨）以降の対策
2018 年 7 月洪水では、計画規模 1/10 に対し、内水
時間帯降雨量では 1/30 程度の降雨であった。更に矢
口川上流では土石流が発生したため、土砂や多くの塵
芥が排水機場まで流下したことにより、主ポンプや除
塵機が停止する等の不具合が発生した。
計画規模以上の降雨量や土砂流入の被害を踏まえ
て、被害軽減に向けた以下の対策を実施している。
（1）大型流下物（流木等）対策（網場の設置）
大型流下物（流木等）対策として、除塵機周辺に網
場を設置しポンプ及び除塵機に影響を与えるような塵
芥等を捕捉する。

写－ 2　土砂堆積状況

（2）ベルトコンベヤの増設
塵芥等搬出作業をより効率的に行うために、運搬車
両が直接進入できる場所までベルトコンベヤを追加設
置している。
（3）水位計の二重化
土砂堆積による水位計の不具合対策として、水位計
を二重化し、確実に内水位を計測するとともに、確認
精度を向上させている。
なお、土砂流入対策として、広島県は治山堰堤の整

備等、流出抑制対策として、広島市は絵坂川流域の宅
地開発に伴う雨水貯留施設の設置等を実施している。

５．おわりに
矢口川排水機場は、2018 年に増設工事が完成し、
既設矢口川救急排水機場の 3倍の排水能力を備えた施
設となっている。しかし、同年 7 月に発生した「平
成 30 年 7 月豪雨」では、矢口川上流で土石流が発生
し、土砂や多くの塵芥が排水機場まで流下したことに
より、主ポンプ軸受の損傷や、除塵機が過負荷により
停止する等の不具合が発生した。ポンプの不具合復旧
に係る改良をはじめ、被害軽減に向けた対策は実施済
みであるが、近年の地球温暖化の影響により想定を超
過する豪雨は今後も発生する可能性がある。地域の安
全・安心を確保するために、適切な排水機場の維持管
理並びに運用に努めていきたい。

写－ 3　大型流下物（流木等）対策（網場の設置）

写－ 4　ベルトコンベヤの増設



ぽんぷNo.7420

横軸水中斜流ポンプ（全速全水位対応型）のご紹介

㈱ミゾタ新製品・新技術 紹介

１．はじめに
株式会社ミゾタでは、全速全水位運転に対応した横
軸水中斜流ポンプを新たに開発しました。ベースと
なったポンプは、2019 年に発表した高速斜流ポンプ
で、ミゾタの横軸水中ポンプとしては初めて斜流羽根
車を採用し、全揚程 9mという高低差の大きな現場に
も対応可能となった製品です。
今回紹介するポンプは、吸込部に新たに設計した超

低水位・全速全水位対応型の鋼板製吸込ベルを採用し
ました。流体解析、試作試験を繰り返すことで、形状
を最適化し、全速全水位運転への対応、ポンプ効率の
向上、ポンプの軽量化を実現しています。
ゲート取付式では、ケーブルの取出し位置を見直
し、フラップ弁を独立した構造とすることで、点検・
更新でポンプを取り外す場合にもフラップ弁はゲート
内に残置可能となり、ゲートとしての水密機能を維持
できます。

　
２．特長
全速全水位対応型ポンプは、あらゆる水位において
全速運転が可能で、水位に応じて適切に運転モードが
切り替わります。排水開始から排水可能最低水位ま
で、排水量を減らすことなく「全量排水運転」を行い
ます。さらに水位が低下した場合は短時間の気水混合

ポンプ口径 1200mm
設 置 台 数 4台
吐 出 し 量 165.0m3/min
全 揚 程 4.8m
電動機容量 230kW
方 式 定置式・低水位対応型

【高速斜流水中ポンプ・低水位対応型】

【鋼板製吸込ベル　3D モデル】

【流体解析による低位水位運転性能の確認】

福岡県内（令和 4年納入）

【ゲート取付式　参考図】
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運転を経て、ポンプ内の水を吸込側に落下させ、排水
が停止します。この状態では、ポンプは軽負荷で回転
し続けており、再び水位が上昇した場合には即座に排
水を開始できる「排水待機運転」状態となります。
水位により適切に運転モードが切り替わるため、頻
繁なON・OFF が発生せず、モーターの発熱を抑制
できます。こうした構成により、インバータ等の複雑
な機器が不要となり、コスト面、信頼性でも高いメ
リットを持ちます。
社内試験では実機φ500-55kW ポンプを用いた 72
時間連続運転試験を実施しており、試験期間中、温度
上昇、浸水検出、電流超過などの問題がない事を確認
しています。また、期間中に 3時間× 3回の排水待機
運転、モーター温度測定も行い、温度上昇 20℃未満
で問題がないことを実証しています。

３．適用範囲
口　　　径：300 ～ 1200〔mm〕
吐 出 し 量：8.0 ～ 200〔m3/min〕
揚　　　程：軸流型 1.0 ～ 5.0〔m〕

斜流型 3.5 ～ 9.0〔m〕
電動機出力：11 ～ 300〔kW〕
設 置 方 式：ゲート取付式、着脱式、定置式
用　　　途：小規模雨水排水設備

４．納入実績 ５．おわりに
全速全水位運転に対応した本ポンプは、これまで軸
流型で培ってきた運転モードを踏襲しつつ、斜流羽根
車の採用により最大 9.0m の揚程に対応可能となりま
した。これにより、従来では対応が難しかった高低差
の大きな現場にも適用範囲が広がり、より多様なニー
ズに応えることが可能です。今後も現場での使いやす
さと信頼性を追求し、社会インフラを支える実用的な
製品開発に取り組んでまいります。

熊本県内（令和 6年納入）

広島県内（令和 6年納入）

ポンプ口径 500mm（吐出口径 700mm）
設置台数 2台
吐出し量 30.0m3/min
全揚程 5.5m

電動機容量 55kW
方式 定置式・全速全水位対応型

ポンプ口径 700mm 500mm
設 置 台 数 2台 1台
吐 出 し 量 61.8m3/min 36.0m3/min
全 揚 程 7.0m 6.6m
電動機容量 110kW 75kW
方 式 着脱式・全速全水位対応型
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｜工｜事｜施｜工｜レ｜ポ｜ー｜ト｜

玉名排水機場
工事名▶菊池川玉名排水機場ポンプ設備修繕外工事

■はじめに
菊池川は熊本県阿蘇市深葉を源とし、菊鹿盆地・玉
名平野を貫流し、木葉川・繁根木川と合流しながら有
明海に注ぐ熊本県最北端の一級河川です。流域の年平

三渡 健太 みわたり けんた㈱電業社機械製作所

均降水量は 2400mmと全国平均の約 1.4 倍で、その多
くが梅雨時期に集中しています。流域地域には熊本県
玉名市や山鹿市、菊池市などの市街地を擁し、流域人
口は約 20 万人であることから、ひとたび氾濫すると
被害が甚大化するという特徴を持つ川でもあります。
玉名排水機場はその本川下流部に位置し、玉名駅市
街地まで車で 5分ほどの距離にあり、高瀬裏川水際緑
地に隣接する機場です。

■玉名排水機場の概要
当該機場の所在する玉名市高瀬地区は、当該機場と
は別に既存のポンプ場がありました。しかしながら、
既存ポンプ場を運用してもなお内水被害が発生してし
まうことを鑑み、昭和 57 年に排水量 5.0m3/s の当該
機場が建設されました。
（1）所在地
熊本県玉名市秋丸地先（図－ 1参照）写－ 1　玉名排水機場全景

図－ 1　位置図
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図－ 2　機場平面図

図－ 3　機場断面図



ぽんぷNo.7424

（2）主ポンプ設備概要

表－ 1　主ポンプ設備概要

設備名称 規格
口径 φ1000
型式 立軸斜流ポンプ
吐出量 150m3/min
揚程 4.1m
回転数 212min－1

台数 2台
駆動機 4サイクルディーゼル機関

動力伝達装置 直行軸傘歯車減速機

（3）整備概要
当該機場建設後も度々浸水被害に見舞われており、
機器も 40 年余りが経過したことから、信頼性の低下
が危惧されてきました。左記の懸念を受けて機器の健
全性の確保と、設備全体を「完全無給水化」によって
改善することによる「信頼性の回復」を目標に本工事
が令和 5年度に着工されました。

■工事の特徴
本件の一番の特徴としては、前項でも述べたとおり

「完全無給水化」です。
今回工事では当該機場の主ポンプ 2 台のうち、2
号主ポンプに対して工場持込整備及び改造を行いま
した。

（1）主ポンプの無給水化
主ポンプの工場整備に際して、摺動部品や消耗部品
の交換と併せて無給水化とする改造を行いました。軸

受部は以前よりセラミックス軸受を採用していました
が、さらに軸封部をグランドパッキン方式からラビリ
ンスシール方式へ変更し、完全無給水化を実現しま
した。

（2）原動機の冷却方式の変更
既設設備は水冷方式で、冷却水槽から水を送ること
でエンジンを冷却していました。他機場にて長時間運
転の際に「冷却水が不足してしまいポンプが停止す
る」という事象が起きたことから、冷却水に頼らない
冷却方式への変更が望まれていました。今回工事にて
機付ラジエータ方式を採用し、長時間運転となった場
合でも冷却水不足を心配することなく運転ができるよ
うに設備改善をいたしました。

（3）減速機の冷却方式の変更
既設設備は原動機同様に、冷却水槽からの水で冷却
を行っていましたが、原動機同様に「冷却水不足」と
いうリスクを抱えながらの運転となっていました。そ
のため、今回工事では空冷方式へ変更し、ファンによ
る空冷とすることで、水を使った冷却方式から脱却い
たしました。

■工事施工上考慮した点
本工事は設備を運用しながらの整備・改造工事で
あったため、台風等のシーズンを過ぎた非出水期の期
間での作業となりました。近年は非出水期でも「ゲリ
ラ豪雨」などの局地的大雨に見舞われることも多いこ
とから、いつ豪雨に降られても対応できるように、主
ポンプ 1台の排水機能を確保しながらの施工が必須で

種別 機器名称 数量 整備内容
主ポンプ設備 2号主ポンプ 1台 工場分解整備（無給水化改造含む）

2号吐出弁 1台 工場分解整備
主ポンプ駆動装置 2号主原動機 1台 更新（排気消音器・排風消音器含む）
動力伝達装置 2号減速機 1台 更新
系統機器設備 1号始動空気槽 1台 移設

2号始動空気槽 1台 更新
消火器 1式 新規納入

監視操作制御設備 2号主ポンプ操作盤 1面 更新
補機操作盤 1面 改造

鋼製付属設備 吸水槽開口蓋 2箇所 更新

表－ 2　整備概要
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した。
また、上記排水機能の確保を前提としていることか
ら、工事は 1台ずつの発注とならざるを得ず、一時的
に従来通りの冷却方式（水冷式）と、完全無給水化し
た設備の混合した状態となります。そのような状態を
踏まえた上でも従来どおりの排水運転が実施できるよ
うに、既設補機操作盤の改造も行いました。

■おわりに
玉名排水機場は継続して 1号主ポンプの整備・改造
工事を行い、令和 8年 4月から「完全無給水化」にて
完全運用を目指します。また今年度も非出水期より作
業が本格化するため、本工事同様に無事故で完了でき
るよう、発注者様とも一丸となって竣工まで気を引き
締めて施工して参ります。

写－ 2　原動機～減速機全景 写－ 3　主ポンプ

写－ 5　エンジン写－ 4　減速機
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会 員 の

広 場

当社は 1924 年に創業し、昨年 2024 年 1 月 5 日にお

かげさまで 100 周年を迎えることができました。創業

者辻本治三郎の「ポンプの力で農家を楽にし、豊かに

したい」という思いから、灌漑用バーチカルポンプの

生産を開始。これを起点に事業領域を拡大し、建築・

土木分野や河川・治水分野など、水に関わるさまざま

な社会インフラの現場にて縁の下の力持ちとなるべ

く、水中ポンプを主力とした各種ポンプ、環境装置と

その関連機器の製造・販売に尽力しております。

今回は、水中ポンプ生産の主力工場である京都工場

（京都府八幡市）内に、昨年 9月末に竣工した「モー

タ生産棟」についてご紹介いたします。モータ生産棟

は、1階にモータの組立、加工、検査を行う生産エリ

ア、2階に現場事務所、3階にモータ巻線エリアと技

術オフィスを配置した鉄骨造 3階建ての施設となり

ます。

モータ生産棟

①モータ生産エリア

これまで外注に依存していたモータ組立や巻線工程

の内製化拡大を目的としたエリアです。1階フロアで

は水中モータの組立を行い、3階フロアではモータ巻

線の製作を行っております。今後、京都工場が注力す

る多品種少量の特殊モータや、電圧区分、絶縁種など

の多様な仕様に対応し、国内規格だけでなく、世界各

国の規格にも適合したモータの製造を進めてまいり

ます。

②加工エリア

モータ内製化に伴う、鋳物部品の加工量増加に対応

するため、別棟にあった加工機を移設しました。新規

加工機 11 台を導入し、移設したNC加工機、中型・

小型の汎用機を合わせた計 40 台の加工機を設置。こ

れにより、多品種少量生産に適した加工体制を整えま

人見 裕介 ひとみ ゆうすけ㈱鶴見製作所

京都工場モータ生産棟紹介

モータ生産エリア

FMS 加工エリア 
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した。また、工作機械、搬送装置、立体倉庫を結合し

たFMS（Flexible Manufacturing System）を導入し、

夜間無人運転を含めた 20 時間稼働を目指します。

③検査エリア

製品検査・部品検査・モータ特性試験・性能試験の

機能を集約し、検査体制の強化と効率化を図っており

ます。新たに、口径 350mm以下のポンプ 4台を同時

に性能試験できるポンプ性能試験場を新設し、従来の

試験水槽と併用することで、性能試験の能力を従来比

1.5 倍に拡大いたしました。また、高い加工精度が求

められるモータ部品の寸法・形状公差の確認を行うた

め、新たに CNC三次元測定器を導入し、モータ内製

化に対応できる体制を整えました。

④技術オフィスエリア

技術 4部門をモータ生産棟 3階に集約。専門分野の

異なる 4部門をワンフロアに集約することで、技術部

門の連携がこれまで以上に密となり、製品開発や既存

製品の改善・改良が一層加速されることを狙いとして

おります。集約に当たり、オフィスコンセプトを設

定。「より良い未来を創造する：Envision（エンビジョ

ン）」と「新しい技術やアイデアを試す場所：Lab.（ラ

ボ）」を併せた「Envision Lab.」として、新たなイノ

ベーションの発信拠点として位置付けております。

⑤展示エリア

1 階の展示エリアでは、人工カヌー・スラローム

コースの水流を生み出すために使用されているコラ

ム式水中ポンプ（吐出し口径 1350mm、出力 350kW）

を展示しております。ご来場いただいたお客様に、実

際に大型ポンプをご覧いただき、製品の迫力をご体感

いただけます。また、当社の『ものづくり』をより深

くご理解いただくためのシアターも設置し、展示エリ

アと見学通路を通じて、当社の技術や製品についてご

紹介しております。

最後になりましたが、2023 年より当社は次の 100

年を見据え、「モータ内製化の実現」や「最新設備の

導入による生産効率の向上」、さらには「事業継続計

画（BCP）対策の強化」を目的とした『ものづくり革

新プロジェクト』を発足し、積極的に活動を展開して

おります。このたびのモータ生産棟の竣工は、同プ

ロジェクトの中核事業の一つとして位置付けており

ます。

これらの取り組みにより、より高品質な製品を短納

期でお客様にお届けできる体制の構築を目指してまい

ります。会員の皆様におかれましても、今後とも一層

のご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し

上げます。

1 階展示エリア 
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令和７年度　定時総会報告

総会
令和 7 年度の定時総会は、令和 7 年 5 月 26 日に

「主婦会館プラザエフ」で、ウェブ会議を交えた方式
で開催されました。

総会次第
１．開会
２．挨拶
３．議事録署名人の選出
４．議事　第 1号議案　令和 6年度事業報告の件

第 2号議案　令和 6年度決算報告の件
第 3号議案　役員選任の件
第 4号議案　定款改定の件
第 5号議案　入会金及び会費規程改定の件

５．報告　公益目的支出計画実施報告書の報告
ポンプ施設管理技術者資格試験規則改定の
報告

太田 晃志 会長　挨拶

挨拶
総会の冒頭、太田晃志会長から、以下の趣旨で挨拶
がありました。
「昨年度も全国で記録的な大雨が降り広範囲で被害
が発生しました。災害の激甚化・頻発化を踏まえ、国
は 2026 年度からの 5年間で 20 兆円規模となる第 1次
国土強靭化実施中期計画を策定しました。内水排除の
ためのポンプ施設の果たす役割は、これまでにも増し
て大きくなるものと考えています。

当協会は、昨年も会員の皆様の御協力のもと、各委
員会活動や資格試験・講習会等を行うとともに、河川
ポンプ等の技術の調査・研究・開発を行う法人とし
て、国交省との様々な意見交換の中で、今後の方針・
方向性について発信してきました。
また、当協会の公益目的支出計画が令和 6 年度を
もって完了し、協会経営の面からも大きな節目を迎え
ることとなり、収益事業の方向性など今後も当協会の
あり方について、会員の皆様に御議論をいただきなが
ら事業を進めてまいります。
気候変動の課題とともに、河川ポンプ施設は、施設
の老朽化、維持管理の問題を始め、操作員の高齢化、
技術者の減少・高齢化など、広範囲な課題を抱えてい
ます。
当協会の役割は、益々重要になってきていますが、
協会活動は、会員各社の協力なくして成り立ちませ
ん。今後とも皆様の御理解、御支援を頂けますことを
お願い申し上げます。」

議事
第 1号議案の令和 6年度事業報告では、次のとおり
報告がありました。
昨年も台風、大雨など災害が頻発する一方で、河川
ポンプ施設関係では、設備の老朽化、熟練技術者不足
や担い手不足という状況があり、国では、社会資本整
備審議会の答申を踏まえた取り組みが進められまし
た。当協会では、運営委員会をはじめ技術開発委員
会、維持管理委員会、広報研修委員会の活動を進め、
ポンプ施設管理技術者の試験、講習並びに受託事業な
どを実施しました。

主な内容としては、国土交通本省、各地方整備局と
の意見交換会を延べ 6回開催、国土交通大学校や地方
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整備局が実施する技術研修へ
の講師派遣、機関誌「ぽん
ぷ」を 2回発行、災害対応と
して埼玉県八潮市の道路陥没
事故に関する関東地整及び埼
玉県からの協力依頼への対応
を行うとともに、技術図書で
ある「ポンプ施設の建設と
管理」の改訂版の発行、BIM/CIMや DXをテーマと
する技術研究発表会と外部講師による技術講話会、排
水機場の施設管理者及び操作員を対象とした操作技術
向上検討会等の開催、ポンプ施設の操作や維持管理に
おける安全管理に関する事例集の作成、5年に 1度の
「河川ポンプ施設総覧 2025 版」の編集発刊を行いまし
た。さらに、受託業務として 10 件を実施したことに
ついて報告があり、第 1号議案は原案どおり承認され
ました。
第 2号議案の令和 6年度決算報告では、公益事業、
収益事業等の収支報告があり、承認されました。
第 3号議案の役員選任では、吉田正理事、柳川瀬保
男理事の退任に伴い、新たな理事として、宮武一郎
氏、石﨑顕史氏を、淺原弘之監事の退任に伴い、新た
な監事に馬場真司氏を、それぞれ選任することについ
て説明があり、原案どおり承認されました。
第 4 号議案の定款改定では、残余財産の処分規定
の改定について説明があり、原案どおり承認されま
した。
第 5 号議案の入会金及び会費規程改定では、会費
の改定について説明があり、原案どおり承認されま
した。
その他、公益目的支出計画に基づく事業を着実に実
施したことにより令和 6年度をもって 1年前倒しで計
画が完了したこと及びポンプ施設管理技術者資格試験
規則を改定し受験手数料を見直したことについて報告
がありました。

理事会
総会後に開催されました第 2 回理事会におきまし
て、業務執行理事に宮武一郎理事が、就任することが
決定されました。

【役員名簿】� ※令和 7年 5月 26 日現在
会　長 太田　晃志
理事長 小俣　　篤
業務執行理事 宮武　一郎（新任）
理　事 石澤　勇人
理　事 石﨑　顕史（新任）
理　事 館山　晋哉
理　事 山田　　正
理　事 有野　芳弘
理　事 本塚　功二
監　事 馬場　真司（新任）
監　事 入島　　崇

懇親会
懇親会は、太田会長の挨拶、続いて来賓の藤巻浩之
水管理・国土保全局長から挨拶を賜り、淺原弘之前監
事の乾杯で始まりました。
会場内は、遠方よりお越しいただいた方も含め、各
会員、関係者の皆様に御歓談いただきました。限られ
た時間での開催で、名残惜しい雰囲気もある中、小俣
理事長による三本締めを以て会が終了しました。
今回の懇親会は、業務の御都合等で多数の方が出席
いただけませんでしたが、来年度は、是非とも多くの
方に御出席いただけることを心より祈念いたします。

吉田 正 前理事

宮武 一郎 新理事

淺原 弘之 前監事

石﨑 顕史 新監事 馬場 真司 新監事

藤巻 浩之 水管理・国土保全局長
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運営委員会
（1）理事会に提出する議案の企画・立案
公益目的支出計画完了後の経営見直しなど協会運営
の基本的事項の審議及び令和 6年度の理事会に提出す
る案件の企画・立案を行った。
（2）ポンプ施設管理技術者の資格制度の改善等の審議
ポンプ施設管理技術者の資格制度の見直し及び活用
に関する取り組みに関する検討を行った。
（3）国際交流の推進に関する審議
国際交流（海外調査）の取り組みの見直しに関する
検討を行った。
（4）その他協会運営に関する審議
①災害への対応
東北、関東、北陸、中部、近畿、中国の各地方整
備局及び北海道開発局と災害協定を締結しており、
協定に基づき各地区の関係会員による実施体制を提
出した。令和 7年 1月に発生した埼玉県八潮市道路
陥没事故について、関東地方整備局及び埼玉県から
の復旧に向けた協力依頼に対応した。
②意見交換会等の実施
ポンプ施設に関して、市場の安定的な確保や維持
管理対応等の課題について国土交通省との意見交換
を行った。
令和 6年 12 月 9 日　近畿地方整備局
令和 6年 12 月 19 日　国土交通省本省
令和 6年 12 月 19 日　中部地方整備局
令和 6年 1 月 27 日　東北地方整備局
令和 7年 2 月 5 日　関東地方整備局
令和 7年 2 月 19 日　九州地方整備局

広報研修委員会
（1）機関誌「ぽんぷ」の発行
公益活動の一環として、機関誌「ぽんぷ」の第 72
号を 9 月に、第 73 号を 3 月にそれぞれ 2,000 部を発
行し、国土交通省、地方公共団体、関係法人、会員等
に配布した。第 72 号では、情報処理技術を活用した
機械設備に関する情報可視化の取り組み、既開発・導
入技術のフォローアップ調査に関する報文、排水能力
を増強した高橋排水機場の紹介、3Dモデルを活用し
たポンプ設備増設工事の報告等の記事を掲載した。
第 73 号では、ポンプ施設の安全管理に関する事例
集作成についての報文、技術研究発表会における特別
講演内容の紹介、施設運用の信頼性向上と機場のコン
パクト化を図った大津田排水機場の紹介、ポンプ設備
の無水化を図った更新事例等の記事を掲載した。
（2）ホームページの拡充
ホームページを活用し、行政機関や一般市民向けの
河川ポンプ施設に関する広報の充実を図った。
（3）技術図書の発行
「ポンプ施設の建設と管理」改訂版を 4 月に発行
した。
（4）国・地方公共団体等の講習会、研修への協力
国土交通大学校、地方整備局等が実施する技術研修
へ講師の協力派遣を行った。
令和 6年 11 月 13 日　国土交通大学校
令和 6年 12 月 4 日　国土交通大学校
令和 6年 12 月 5 日　国土交通大学校
令和 7年 1 月 22 日　東北地方整備局

（5）ポンプ施設技術講習会の実施
9 月に全国 5会場（札幌、東京、大阪、高松、福岡）

令和6年度委員会活動報告

委員会報告

近年、気候変動の影響とされる記録的な台風や想定を超える降雨が増加し、河川ポンプ施設の老朽施設も進むな
か、施設管理者や関係民間企業における熟練技術者不足、高齢化、人材確保難などの課題も顕在化しています。河
川ポンプ施設をとりまくこれらの課題に対して、技術の調査研究及び普及、河川ポンプ施設に関する技術者の養
成、河川施設に関する広報活動等を柱として令和 6年度の事業を実施しました。また、公益目的支出計画に基づく
事業は引き続き着実に実施し、令和６年度で公益目的支出計画は完了しました。
各委員会および資格試験等に関する活動について、以下のとおり報告します。
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でポンプ施設技術講習会を実施した。
受講者数：88 名

（6）技術研修会等の実施
①河川ポンプ技術研究発表会
揚排水機場等の河川ポンプ施設の技術向上と普及
のため、関係技術者による技術の課題の紹介や開発
成果発表を行う河川ポンプ技術研究発表会を開催
し、会員等関係技術者と行政関係者等の方々にご参
加いただいた。
技術研究発表会では、土木工事・業務において

「BIM/CIM」が原則適用になったことに鑑み、外部
講師による「BIM/CIMにおける IFCを中心とした
国際標準化に関する現状と展望」の講演の後、機械
設備の維持管理におけるBIM/CIMの技術開発と活
用事例、ポンプ設備の維持管理におけるDX化に関
する発表をいただいた。
開　催　日：令和 6年 11 月 13 日
参加者人数：88 名
②技術講話会
河川ポンプ技術研究発表会と同時開催とし、外部
講師による「浸水被害の低減に向けた地下空間活用
のありかた」の講話をいただいた。

技術開発委員会
（1）新しい技術の開発・導入に関する検討
マスプロダクツポンプ検討WGを開催し、高出力
タイプにおける実証試験計画や運用のあり方などにつ
いて意見交換を行った。また、全国の現場実証設備の
うち 3箇所の現場調査を行い、マスプロダクツ型排水
ポンプ設備技術指針（素案）について検討した。
（2�）河川ポンプ分野の DX推進に資する調査、研究
開発
国土交通省の「BIM/CIM 推進委員会」「基準・要
領改訂プロジェクトチーム」「CAD製図基準プロジェ
クトチーム」の審議内容を共有するとともに、「BIM/
CIM取扱要領」および「CAD製図基準」策定時の意
見照会に対応し、上申すべき意見をとりまとめた。
（3�）河川ポンプ施設に関するニーズに関する調査、
課題解決に向けての検討
河川ポンプ施設の現場のニーズに関する調査を行う
とともに、諸課題解決に向けての検討を行った。

維持管理委員会
（1）操作技術向上検討会等の実施
排水機場の施設管理者及び操作員を対象とした操作
技術向上検討会を 2回開催した。
令和 6年 10 月 30 日　兵庫県管内
令和 6年 11 月 19 日　九州地方整備局管内

（2）ポンプ施設の運転操作等の課題に関する検討
ポンプ施設の運転操作、点検・診断・修繕等にかか
る安全管理の向上や人材育成、施設管理者の支援のた
めに、安全管理に関する事例集を作成することとし、
高所からの転落防止、回転部への巻き込まれ、感電等
に関するリスクと対応策を整理し作成した。作成した
事例集の概要を機関誌「ぽんぷ」第 73 号に掲載した。
（3）河川ポンプ施設に関するデータ管理に関する検討
「河川ポンプ施設総覧 2025 版」を編集し、刊行し
た。また、河川ポンプ分野のDXに向けてデータ管理
の方策について検討する準備を行った。

ポンプ施設管理技術者試験及び講習等
（1）令和 6年度ポンプ施設管理技術者資格試験の実施
令和 6年 10 月 27 日（日）に全国 6会場（札幌、東
京、名古屋、大阪、高松、福岡）で試験を実施した。
受験者数　190 名（1級 87 名、2級 103 名）
合格者数　 93 名（1級 41 名、2級 52 名）

（2）令和 6年度ポンプ施設管理技術者講習の実施
講習資料として「ポンプ施設管理技術者講習テキス
ト 2024」を作成し、令和 6 年 5 月に全国 9 会場（札
幌、仙台、東京、新潟、名古屋、大阪、広島、高松、
福岡）でポンプ施設管理技術者講習を実施した。
受講者数　644 名

（3）ポンプ施設管理技術者に関する広報
機関誌「ぽんぷ」およびホームページにおいて、ポ
ンプ施設管理技術者制度の広報を行った。
（4）試験審査関係委員会
①試験委員会
令和 6 年度資格試験の試験問題原案の作成、監
修、採点を行った。
②審査委員会
令和 6年度資格試験の試験問題及び合格基準につ
いての審議を行った。
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運営委員会
（1）理事会に提出する議案の企画・立案
（2）ポンプ施設管理技術者の資格制度の改善等の審議
（3）国際交流の推進に関する審議
（4）その他協会運営に関する審議

広報研修委員会
（1）機関誌「ぽんぷ」の発行
（2）ホームページの拡充
（3）技術図書の刊行
（4）国・地方公共団体等の講習会、研修への協力
（5）ポンプ施設技術講習会の実施
（6）技術研修会等の実施

技術開発委員会
（1）新しい技術の開発・導入に関する検討

（2�）河川ポンプ分野の DX推進に資する調査、研究
開発

（3�）河川ポンプ施設の現場ニーズの調査、課題解決に
向けての検討

維持管理委員会
（1）操作技術向上検討会等の実施
（2）ポンプ施設の運転操作等の課題に関する検討
（3）河川ポンプ施設に関するデータ管理に関する検討

ポンプ施設管理技術者試験及び講習等
（1）令和 7年度ポンプ施設管理技術者資格試験の実施
（2）令和 7年度ポンプ施設管理技術者講習の実施
（3）ポンプ施設管理技術者に関する広報
（4）試験審査関係委員会
①試験委員会
②審査委員会

令和7年度委員会活動計画
我が国では、近年、記録的な台風や想定を超える降雨が頻発し、河川の氾濫や浸水による深刻な被害が繰り返し
発生しています。河川ポンプ等の内水排除施設は人々の生命、財産を浸水被害から守る重要な役割を担っています
が、近年老朽施設が急増し、適切な維持管理・更新の実施が求められています。
一方、内水排除事業を担う施設管理者や民間企業においては、熟練技術者不足、高齢化、人材確保難が深刻化
し、事業体制の弱体化が懸念されています。さらに、被災地等では新設を求めるニーズも増加しています。
これら河川機械設備の諸課題に関し、社会資本整備審議会において令和 4年度に「河川機械設備のあり方につい
て」が答申され、国土交通省ではシステム全体の信頼性の確保、遠隔化・自動化、技術力の維持向上へ向けての施
策が進められています。特に、施設老朽化による故障リスクに対応するための診断を基本とするメンテナンスサイ
クルの確立やマスプロダクツ化の技術開発への取組みが進められています。
一方、国土交通行政全般において、DX（デジタルトランスフォーメーション ) が進展しており、河川ポンプ分
野においても、これに対応してBIM/CIMをはじめ、合理的、効率的な事業体制構築が求められています。
令和 7年度事業では、これらの状況に対して、施設管理者等と連携を図りつつ、激甚化する水害への対応や施設
老朽化対策等の課題への取組み、河川ポンプ分野のDX推進に向けた取組みなど、技術の向上、人材育成及び現
場・関係者の支援に向けた活動を進め、国内のポンプ施設の合理的な建設・維持管理の実現に貢献します。具体的
には、以下のテーマに重点を置いて事業を実施します。
Ⅰ．河川ポンプ施設技術の調査研究及び普及
（1）新しい技術の開発・導入に関する検討を行う。
（2）河川ポンプ分野のDX推進に資する調査、研究開発を行う。
（3）現場のニーズに応えるための施設の建設・維持管理に関する調査を行う。
Ⅱ．河川ポンプ施設に関する技術者の養成
（1�）ポンプ施設管理技術者資格試験及び同技術者講習を実施するとともに、この技術者資格の活用を図る。ま
た、本資格制度の今後の改善等について検討する。

（2�）ポンプ施設に関する技術講習会、現場研修会等の実施、技術図書や機関誌の発行により、関係技術の普及・
向上を図る。

Ⅲ．河川ポンプに関する広報活動等
（1）河川ポンプ施設に関する理解促進に資する技術資料、広報資料等を作成する。
（2）インターネット等 ICTを活用した広報活動を充実する。
（3）ポンプ施設の建設・維持管理における諸課題について、協会内外の関係者と意見交換を行う。

以下、各委員会および資格試験等の活動計画の概要を紹介します。
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令和７年度１、２級ポンプ施設管理技術者資格試験の学科試験および実地試験を下記のとおり実施
いたします。

１．試験日
1 級、2 級　令和 7 年 10 月 26 日（日）　学科試験および実地試験

２．試験地
東京、名古屋、大阪、高松、福岡の 5 地区

３．試験内容・時間
区分 1 級 2 級

試験準備 9：15 ～ 9：30 10：15 ～ 10：30

学科試験
（択一式）

9：30 ～ 12：30
機械工学等、施工管理、維持管理、法規

10：30 ～ 12：30
機械工学等、維持管理、法規

昼休み 12：30 ～ 13：20 12：30 ～ 13：20

試験準備 13：20 ～ 13：30 13：20 ～ 13：30

実地試験
（記述式）

13：30 ～ 15：30
施工管理、維持管理

13：30 ～ 14：30
維持管理

＊受験者は試験準備開始時刻までに入室してください。

４．合格発表
令和 8 年 1 月 15 日（木）

５．問合せ先
一般社団法人 河川ポンプ施設技術協会 試験事務局
TEL. 03 － 5562 － 0621　FAX. 03 － 5562 － 0622

資
制
格
度

令和7年度ポンプ施設管理技術者
資格試験の実施について

※資格制度の詳細は当協会ホームページ（http://www.pump.or.jp）をご覧下さい。
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編 集 後 記

連日 30 度を超える暑い日が続く中、大阪万

博は暑さをものともせず来場者数を伸ばしてい

ます。

私も 5 月に万博を訪れ、テーマが「命輝く未

来社会のデザイン」、サブテーマが「いのちを救

う・いのちに力を与える・いのちをつなぐ」で

あることを知って、命についての万博を堪能し、

我々河川ポンプに関わる業界においても、人々の

生活の基盤となる国土、生命や財産を守るとい

う使命のもと日々活動する必要性を強く感じま

した。

また 8 月の豪雨におきましては、熊本県およ

び鹿児島県に甚大な被害が発生しております。被

災された地域の皆様には、心よりお見舞いを申し

上げます。

さて、今回のぽんぷ 74 号の巻頭言では、国土

交通省大臣官房参事官（イノベーション）信太啓

貴様より、河川機械設備のあり方について 3 つ

の視点でマスプロダクツ型排水ポンプ設備の現場

実証、総合診断を活用する維持管理、故障・障害

発生予兆検知及び寿命測定といった取り組み状況

並びに施策をご紹介していただきました。

技術報文では国土交通省九州地方整備局遠賀川

河川事務所専門調査官　舛田裕司様より、排水能

力を向上させるための具体的なハード面の対策に

ついて、庄司川排水機場増設工事の計画から機種

選定、工程管理について詳しくご紹介していただ

きました。

また、国土交通省関東地方整備局関東技術事務

所施設技術課長　古川伸一様からは技術報文とし

て既設ポンプ設備の機能の信頼確保について、通

常の点検では把握できない劣化の状況や原因を明

らかにするための精密診断について、データの集

積とその解析により有用性並びにマニュアルを策

定されるまでの過程について詳しくご紹介いただ

きました。

機場めぐりでは国土交通省中国地方整備局太田

川河川事務所施設管理課長　田村秀之様より矢口

川排水機場におけるポンプの増設工事の問題点や

解決方法についてご寄稿いただきました。

その他、当協会会員各社からの新製品新技術紹

介、工事施工レポート、会員の広場なども紹介し

ております。

最後になりましたが、ご多忙の中、ご執筆いた

だきました皆様に厚く御礼申し上げます。

（広報研修委員会　富永和文）
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減速機搭載型立軸一床式ポンプ（Lambda-21） 
横軸ポンプを立軸ポンプに更新したいというご要望に最適なポンプです。 

減速機搭載型立軸ポンプの施工例 

横軸ポンプ 

 

減速機搭載型
立軸ポンプ 

  

・下水道用：雨水排水、汚水送水 

・上水道用：取水、配水 

・農 業 用：湛水防除、かんがい揚水 

・工 業 用：排水、取水、配水 

 

用 途 

 

エンジン駆動 

 

電動機駆動 

 

 

・建屋構造は全て一床式で対応 

・横軸から立軸への更新が容易 

・減速機の潤滑油は揚水による自己冷却 

・保守点検作業の負担軽減 

 

特 長 
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横軸ポンプを立軸ポンプに更新する例 

減速機搭載型立軸ポンプ断面図 

減速機搭載型
立軸ポンプ 
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営業統括本部 機械システム営業本部

〒101-0021 東京都千代田区外神田１丁目５番１号
（住友不動産秋葉原ファーストビル) 
TEL：03-6271-7072

点検業務
効率化

国土交通省/点検
記録様式に準拠

点検業務の
効率化

映像を共有
しながら作業

リモートで
作業支援1 2 3 ４

現場作業員ベテラン
技術者/管理者

点検結果や報告書を
オンライン上で提出 作業日報や点検結果等を

スマホやタブレットから送信

現場作業員の
スマートグラスやタブレットに、
ベテラン技術者からの指示が
リアルタイムで映し出される。

現場からの
映像や音声通話

現場への指示伝達や
状況確認

映像上への
書き込みや
音声による
作業指示

（画面はハメコミ合成です）

導入
効果

タブレットによる設備点検 設備管理をIoT技術で支援

●作業現場と事務所間を映像・音声で接続し

「隣にいる感覚」で業務サポートが可能

●現場作業者はベテラン管理者(顧客・ﾒｰｶ等)の

アドバイスや映像を共有しながら作業を行える

●ベテラン管理者は現場の状況を映像等で把握し、

的確な作業指示が可能

●タブレットで容易に点検記録を入力可能(普段

お使いの帳票形式で表示します)

●国土交通省/点検記録様式でクラウドサーバに

自動集計、Excel出力も対応

●計測値の自動入力機能(オプション機器連携)

IoTソリューション

ベテラン技術者による
サポートで作業効率･品質
をアップさせたい

緊急時に的確な
アドバイスを
受けたい

手書き･手入力が
多く効率化
したい

1 2 3現場作業
ニーズ

※ Excelは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

ポンプ設備の維持管理業務(運転操作/故障対応・設備点検作業)を

DX化し設備保全に変革をもたらす新たなソリューションを提供

ｅ-ポンプメンテ
(現場作業支援システム)
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揚揚排排水水機機場場及及びび排排水水施施設設等等のの点点検検保保守守、、
運運転転・・維維持持管管理理

信信頼頼さされれるる技技術術ととササーービビススでで守守るる
河河川川ポポンンププ施施設設

ポンプ施設の建設と管理 2024 年 4 月刊
（一社）河川ポンプ施設技術協会

本書は、ポンプ施設に関わる技術者が建設・管理現場で実施する業務に必要な知識・技術を体系的にとりまと
めた技術図書で、参考書や研修テキストとして利用されています。
今回は令和 4年 4月版を改訂し、設計施工に関しては国土交通省の「揚排水ポンプ設備技術基準」（H26.3）、「機
械工事共通仕様書（案）」（R5.3）、「機械工事施工管理基準（案）」（R3.3）に、維持管理に関しては「河川ポンプ設
備点検・整備・更新マニュアル（案）」（H27.3）、「河川ポンプ設備点検・整備標準要領（案）」（H28.3）、「河川ポン
プ設備状態監視ガイドライン（案）」（H30.4）「機械設備点検・整備共通仕様書（案）」（R5.3）に準拠するとともに、
当協会が発行しているポンプ施設に関する解説書の内容を反映したものとして編集しています。

第Ⅰ編　基礎知識
機械工学一般、電気工学一般、土木工学一般、
水理学、河川工学

第Ⅱ編　ポンプ施設の計画設計
ポンプ施設の分類、計画の基本事項、主ポン
プ設備、主ポンプ駆動設備、系統機器設備、
監視操作制御設備、電源設備、除塵設備、付
属設備、付属施設、その他のポンプ設備計画
設計

第Ⅲ編　施工管理
施工計画、品質・出来形管理、工程管理、労
務及び原価管理、安全管理、工場製作、据付
工事

第Ⅳ編　維持管理
維持管理の概要、保全、状態監視と設備診断、
更新の検討、付属施設の維持管理

第Ⅴ編　運転操作
操作方式、始動・停止順序、運転準備、運転、
運転後点検、故障原因と対策

第Ⅵ編　法規
河川ポンプ施設の関連法規、建設業法、河川
法、道路法、道路交通法、労働基準法、労働
安全衛生法、騒音・振動・大気汚染関係法、
廃棄物・リサイクル関係法、消防法、電気事
業法等

A4 版　約 520 頁
定価　8,000 円（消費税込み、送料別）

本書の構成
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